
 「心身再生の郷」 「心身再生の郷」

村民憲章 
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう 
１．私たちは 美しい自然を守りましょう 
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう 
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう 
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう 

十
津
川

十
津
川
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紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
５
年

―特集―

ま
に
懸
命
な
捜
索
活
動
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、未
だ
６
人
の
方
々
が
発

見
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、大
変
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。　

　

国
・
県
の
事
業
で
整
備
い
た
だ
い
た
国

道
１
６
８
号
の
十
津
川
道
路
や
宇
宮
原
バ

イ
パ
ス
な
ど
の
新
し
い
道
路
は
、他
の
道
路

が
寸
断
さ
れ
た
中
で
も
被
災
す
る
こ
と
な

く
、村
民
の
命
を
救
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
道
が
な
け
れ
ば
、多
く
の
孤
立
集

落
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、物
資
の
運
搬
な

ど
復
旧
作
業
に
も
多
大
な
影
響
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
更
な
る
道
路
整
備
の
必
要

性
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

　

ま
た
、全
国
か
ら
非
常
に
手
厚
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
加
え
て
奈

良
県
や
自
衛
隊
、国
土
交
通
省
、県
内
自
治

体
、そ
し
て
新
十
津
川
町
か
ら
の
人
的
・
物

的
支
援
の
お
か
げ
で
、応
急
復
旧
を
早
期

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

５
年
前
の
紀
伊
半
島
大
水
害
で
は
、８

月
30
日
深
夜
に
降
り
出
し
た
雨
が
、９
月

２
日
に
は
暴
風
雨
に
、そ
し
て
３
日
に
は
、

更
に
激
し
い
風
雨
と
な
り
、山
は
崩
れ
、河

川
は
水
嵩
を
増
し
、徐
々
に
道
路
の
崩
壊

や
電
気
・
電
話
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断

さ
れ
は
じ
め
、村
民
の
み
な
さ
ま
を
恐
怖
の

底
に
落
と
し
入
れ
ま
し
た
。

　

被
災
の
状
況
は
、死
者
７
人
、行
方
不
明

者
６
人
、重
傷
者
３
人
、全
壊
家
屋
18
棟
、

半
壊
家
屋
30
棟
、床
下
浸
水
14
棟
、山
腹
崩

壊
２
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、道
路
崩
壊
１
８

０
か
所
あ
ま
り
に
及
ぶ
明
治
の
大
水
害
以

来
の
大
水
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
直
後
か
ら
消
防
団
や
警
察
、自
衛

隊
の
方
々
、そ
し
て
多
く
の
村
民
の
み
な
さ

〜
更
谷
村
長
〜

「
５
年
を
振
り
返
っ
て
」
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子どもたちの成長とともに              
            十津川村も歩んで行きます。

―特集―

　

大
き
な
災
害
を
受
け
、極
め
て
厳
し
い

状
況
の
中
で
も
、災
害
直
後
か
ら
村
民
の
み

な
さ
ま
は
、地
域
で
助
け
合
い
、協
力
し
あ

い
、地
域
の
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
有
事
の
際
に
は

心
を
一
つ
に
し
て
、み
ん
な
で
助
け
合
っ
て

こ
と
に
あ
た
る「
一
致
団
結
」「
不
撓
不
屈
」

「
質
実
剛
健
」の
十
津
川
精
神
が
発
揮
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

５
年
が
経
過
し
、村
は
復
旧
復
興
か
ら

地
域
創
生
を
進
め
る
た
め
、総
合
戦
略
を

策
定
し
、安
心
安
全
で
活
力
の
あ
る
村
づ
く

り
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、謹
ん
で
水
害
で
犠
牲
と
な
ら
れ

た
方
々
の
安
ら
な
か
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、行
方
不
明
と
な

ら
れ
て
い
る
方
々
の
一
日
も
早
い
ご
帰
宅
を

願
い
つ
つ
、併
せ
て
ご
家
族
様
に
深
甚
な
る

弔
意
を
表
し
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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８
月
８
日
、夕
刻
か
ら
大
字
東
中
林
道
京

の
谷
線
熊
谷
で
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

五
條
消
防
十
津
川
分
署
、村
内
の
消
防
団

（
第
５
・
６
・
７
・
８
・
本
部
分
団
）が
出
動
し

ま
し
た
。
広
域
な
範
囲
に
火
が
ま
わ
り
、ま

た
水
源
が
な
く
、雨
も
降
る
こ
と
が
な
く
消

火
活
動
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
自
衛
隊
の
派
遣
要
請
、防
災
航
空
隊
の

出
動
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
９
日
に
一
度
鎮
火
し
ま
し
た
が
、広

範
囲
で
あ
っ
た
た
め
、再
度
出
火
し
ま
し
た

が
、消
防
団
の
懸
命
な
活
動
に
よ
り
、８
月

13
日
以
降
は
煙
も
あ
が
る
こ
と
な
く
完
全

に
鎮
火
し
ま
し
た
。

　

８
月
23
日
、第
26
回
奈
良
県
消
防
操
法

大
会
が
天
理
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
月

か
ら
訓
練
を
重
ね
、そ
の
結
果
を
当
日
に

発
揮
し
ま
し
た
。

　

結
果
、入
賞
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、選
手
の
み
な
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
操

法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
氏
名（
敬
称
略
）

　

辻　
　

伸
仁（
第
10
分
団
）

　

瀧
本　

正
章（
第
８
分
団
）

　

石
橋　

保
典（
第
８
分
団
）

　

田
花　

宗
幸（
第
８
分
団
）

　

田
垣　
　

慮（
第
８
分
団
）

　

８
月
28
日
、紀
伊
半
島
大
水
害
で
行
方

不
明
に
な
ら
れ
た
方
の
一
斉
捜
索
を
行

い
ま
し
た
。

　

五
條
警
察
署
、五
條
消
防
署
、消
防
団

な
ど
約
１
３
０
人
で
捜
索
を
行
い
ま
し

た
。
捜
索
に
先
立
ち
午
前
８
時
45
分
に

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

操
法
大
会
に
出
場
！

惜
し
く
も
入
賞
な
ら
ず

一
斉
捜
索
を
行
い
ま
し
た

林
野
火
災
が
発
生…

２
日
以
上
に
わ
た
る

　
　
　
　
　
　

消
火
活
動
、自
衛
隊
を
要
請
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７
月
３
日
、県
立
橿
原
公
苑
第
一

体
育
館
で
行
わ
れ
た「
平
成
28
年
度

な
ら
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
総

合
開
会
式
」で
東
哲
也
さ
ん（
大
字

武
蔵
）が
、内
吉
野
体
育
協
会
の
推

薦
を
受
け
、県
体
育
協
会
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、45
歳
以
上
の
人
で

20
年
以
上
体
育
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
奨
励
に
努
力
し
、特
に
そ
の

功
績
が
顕
著
な
人
が
対
象
で
す
。

　

東
哲
也
さ
ん
は
、昭
和
48
年
の
十

津
川
村
体
育
協
会
の
設
立
に
大
き

く
貢
献
し
、当
初
よ
り
理
事
と
し
て

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、平
成
27
年
ま
で
、副
会

長
を
21
年
、理
事
長
を
８
年
歴
任

さ
れ
る
な
ど
、十
津
川
村
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
東
さ
ん
、受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
長
い
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　８月20日、21世紀の森・紀伊半島森林植物公
園で水害慰霊祭が行われました。十津川中学校
の３年生も参列して村民憲章の唱和を行いまし
た。生徒たちは、９月中旬から北海道への修学旅
行の研修の一環で参列しています。
　また、新十津川町からは熊田町長、町議会議員
ほか多くの人の参列をいただきました。

　8月４日、谷瀬の吊り橋と上野地の河川広場で
「つり橋祭り」が開催されました。開催直前は雨が
降り、どうなるかと思いましたが、みなさんの願い
がかない無事に終了しました。地元の人たちによ
るパフォーマンスやＯＭＣ十津川太鼓倶楽部「鼓
魂」による太鼓演奏が行われました。
　最後には、花火が打ち
上げられて会場からは
拍手と歓声が沸き起り
ました。

く ら ぶ

雨も上がり、揺れ太鼓盛大に開催！

水害慰霊祭、新十津川町から
町長、教育長、議員のみなさん参列

東
哲
也
さ
ん 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
28
年
度（
財
）奈
良
県
体
育
協
会
功
労
賞 

受
賞
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た
つ  

や

つ
じ
も
と

氏　
　

名
：
辻
本　

起
矢

所　
　

属
：
建
設
課

担
当
業
務
：
林
道
関
係
業
務

　
　
　
　
　

設
計
・
工
事
管
理
業
務
な
ど

ひ
と
こ
と
：　

平
成
28
年
３
月
に
鳥
取
県
に

あ
る
大
学
を
卒
業
し
、４
月
か

ら
建
設
課
で
働
い
て
い
ま
す
。

建
設
課
に
必
要
と
さ
れ
て
る
土

木
作
業
の
知
識
、経
験
と
も
に

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
の
で
勉
強
の

毎
日
で
す
。不
慣
れ
な
こ
と
が

多
く
、失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、何
事
に
も
め
げ
ず
に

粘
り
強
く
立
ち
向
か
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

１
日
で
も
早
く
村
民
の
み
な

さ
ん
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、み
な
さ
ん
お
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

現
在
、私
は
十
津
川
な
ら
で
は
の
お
土

産
品
と
し
て
、十
津
川
の
土
か
ら
染
料
を

作
っ
て
染
め
た
泥
染
小
物
を
作
っ
て
い
ま

す
。
十
津
川
の
景
色
を
描
い
た
手
ぬ
ぐ
い

な
ど
を「
道
の
駅
十
津
川
郷
」や「
山
の
駅

つ
り
橋
の
郷
」に
置
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
７
月
か
ら
９
月
の
土
曜
・
日
曜

日
を
中
心
に
、平
谷
の
カ
フ
ェ「
ほ
っ
と
十

津
川
」を
お
借
り
し
て
店
舗
販
売
も
し
て
い

ま
す
。
十
津
川
の
土
で
染
め
た
手
ぬ
ぐ
い

の
他
、ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
・
ス
ト
ー
ル
・

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
な
ど
も
置
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
場
で
泥
染
体
験
の
で
き
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
！
30
分
く
ら
い
で

手
ぬ
ぐ
い
が
染
め
れ
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

　

役
場
の
職
員
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
村
民
の
み
な

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役
場
の
職
員
で
す
！

協力隊
だより
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　十津川フラサークルのみなさんのフラダンスでオープ
ニングがスタート。
　アコースティックギターの古泉さん、うたの『笛物語』の
梅本さん、阿部さんによる演奏に会場は魅了されました。

↑各地域の盆踊りが披露さ
れました。

最後には見事な花火が打ち
上げられて会場からは歓声
がわき、無事に今年も終了と
なりました。 →

今年は、西川踊り保存会による大踊り

村長の挨拶

オープニング

８月２０日に晴天のもと開催され、多くの人の参加がありました。

第１８回  昴の郷「ふれあい物語」



　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　62-0132
五條消防大塔分署 0747-36-0317

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190
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「法の日」週間記念無料法律相談

　「法の日」週間記念行事で、下記の日程で開催します。

　１０月３日（月）経済会館（大和田市大中106-2）
　① 午前９時３０分～１２時
　② 午後１時～午後３時３０分

　１０月５日（水）奈良弁護士会館（奈良市中筋町22-1）
　① 午前９時３０分～１２時
　② 午後1時～午後３時３０分

【受付期間】 ９月５日（月）～３０日（金）
　　　　　 平日（午前９時～午後５時まで）
【予約方法】 電話予約

奈良県弁護士会　☎0742（22）2035

第22回 なら・ヒューマンフェスティバル

　同和問題をはじめ、あらゆる人権問題をイベントや
資料展示等を通じて考える催しです。
　みなさんのご来場をお待ちしています。

　 １０月２９日（土）
　 午前１０時から午後３時３０分

　 馬見丘陵公園
　（河合町佐味田２２０２）

なら・ヒューマンフェスティバル実行委員会事務局
☎0742（27）8719

各小学校運動会について

0９月１８日（日）： 西川第二小学校（大字出谷）
0９月２４日（土）： 十津川第一小学校（大字小原）
0９月２５日（日）： 西川第一小学校（大字重里）
１０月0２日（日）： 平  谷  小  学  校（大字折立）

ご存じですか？労働委員会による労働相談会

　労働者側、使用者側との中立の立場３名の労働委
員会委員が相談員となり、労働条件その他労働関係
に関する相談（募集や採用などの相談は対象外）をお
受けします。相談時間は１人３０分程度です。相談は
無料です。

１０月２日（日）午後１時３０分～午後４時３０分
　奈良県産業会館（大和高田市幸町2-33）
１０月１３日（木）
　奈良総合庁舎（奈良市法蓮町757）

【対象者】 県内在住または在勤の労働者及び事業主
【申込み】 前日までに電話で予約

第１０回特別弔慰金の請求について

　戦没者などの死亡当時のご遺族のうちで、平成２７
年４月１日で、公務扶助料や遺族年金等を受ける人が
いない場合に、額面２５万円、５年償還の記名国債が支
給されます。対象となるのは次の順番による先順位
のご遺族お一人です。

１. 弔慰金の受給権者
２. 戦没者等の子
３. 戦没者等の死亡当時生計関係を有しており、か
つ、戦没者等と氏が同じである

　　① 父母
　　② 孫
　　③ 祖父母
　　④ 兄弟姉妹
４. 前述３以外
　　① 父母
　　② 孫
　　③ 祖父母
　　④ 兄弟姉妹
５. 前記１から４以外のご遺族で、戦没者等の死亡時ま
で引き続き１年以上の生計関係を有していた三親
等内の親族

【請求期限】 平成３０年４月２日

奈良県労働委員会事務局
☎0742（20）4431

住民課　☎0746（62）0900

※天候やグラウンドの
状況により延期にな
る場合があります。



　 －　役場代表　－
電 話  0746(62)0001
FAX  0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 62-0001
観光 62-0004
農林 62-0005
教育 62-0003・62-0067
地創 62-0910

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900・62-0911
財政 62-0903
建設 62-0904・62-0905
福祉 62-0901・62-0902
出納 62-0906

　　－庁舎３階－
議会事務局 62-0002

　－庁舎地下１階－
生活環境　 62-0907
水道　　　 62-0908

情報広場です

※募集種目の詳細については下記事務所までお問い合わせください。

平成２８年度自衛官採用試験のお知らせ

自衛隊奈良地方協力本部五條地域事務所
 ☎0747（22）3789　

村報とつかわ 2016.99

自衛官
候補生

防衛大学校
学生

筆記試験・適正検査・
口述試験及び身体検査

筆記試験ほか

募集種目 受付期間 1次試験期日 資　格 試験種目試験会場

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

10月1日（土）
10月２日（日）

9月24日（土）
9月25日（日）

随時

（奈良県提供）

試験日の数日前
までに申込み

9月5日（月）～
９月８日（木）

１８歳以上
２７歳未満の
男子

１８歳以上
２１歳未満の
男女

奈良県南部東部の
19市町村の魅力が大集合!
みなさん、お越しください！！
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▶大和高田年金事務所 ☎0745（22）3531
▶住民課（国民年金窓口） ☎0746（62）0900

お問い合わせ ――――

こんなときには届出が必要です

国民年金の加入種別

種別変更となるケース

　国民年金は、国内に居住する20歳から60歳までのすべての人に、加入が義務付けられ

ています。国民年金の加入種別は、次の3種類に分かれており、届出は加入時だけではな

く、種別が変わったときにも必要です。

　種別変更の届出を忘れると、年金が受け取れないこともあります。手続きは、年金手帳

を添えてその都度忘れずに行いましょう。

◆第1号被保険者
　自営業や農業・漁業の人とその配偶者、20歳以上の学生、フリーターの人等が対象と
なり、加入や種別変更の手続きは、市町村役場の国民年金担当窓口で行います。

◆第2号被保険者
　会社や官公庁に勤務し、厚生年金や共済組合に加入している人が対象になります。
加入手続きは、会社や官公庁が行います。

◆第3号被保険者
　第2号被保険者に扶養されている配偶者の方が対象となり、届出は、配偶者の勤務先
を通じて行います。

◆第1号被保険者となるケース
　第2号被保険者が退職されると第1号被保険者（第3号被保険者になる場合は除く。）
となります。また、その人に扶養されていた第3号被保険者がいる場合、その人も第1
号被保険者になります。

◆第2号被保険者
　第1号被保険者又は第3号被保険者が就職して厚生年金等に加入すると第2号被保
険者になります。

◆第3号被保険者
　第2号被保険者に扶養される配偶者が第3号被保険者になります。



国保だより

村報とつかわ 2016.911

　特別な事情もないのに国保税を滞納すると、未納期間に応じて次のようなペナルティーが
課せられます。長い間滞納すると、財産の差押えなどの処分を受ける場合があります。さら
に、介護保険を利用するときにも制限を受けるため、サービスが受けられないといったことも
発生しますので、納め忘れのないようにしましょう。

今月は、国保税第４期の納期です。
納期限は９月30日ですので、納期内に忘れず納めましょう！

▶国保税に関することは・・・・・財　政　課　☎0746（62）0903
▶保険証や医療に関することは・・住　民　課　☎0746（62）0911

―　お問い合わせ　―

督促状や催告書を送付することがあります。

国保税の納付は簡単、便利な口座振替がおすすめです!

どうしても納付が難しいときは

保険証の代わりに、「資格証明書」が交付されます。

国保の給付分（３割から１割）の全部または一部が差し止めになります。
また、介護保険の第２号被保険者がいる場合は、介護保険の給付も制限される場合があります。

資格証明書は保険証ではありませんので、お医者さんにかかるときは、
いったん医療費を全額自己負担することになります。

後日、領収書を添えて、申請すれば国保の給付分（３割から１割）の払い戻しを受けられます。

災害、その他特別な事情で国保税の納付が困難な場合は、国保税の減免が受けられる場合があります。
早めに役場財政課の窓口へご相談ください。

※申込みの手続きは・・・
　納税通知書、預貯金通帳、通帳の届出印を持参して、役場指定の金融機関
　【南都銀行・新宮信用金庫・奈良県農協十津川支店・ゆうちょ銀行】へ直接申し込んでください。

差し止められた国保の給付分（３割から１割）から滞納分が差し引かれます。

①納期限を過ぎると

有効期間の短い「短期被保険者証」が交付されます。

②それでも納めないでいると

③納期限から１年を過ぎると

④納期限から１年６か月を過ぎると

⑤それでも納めないでいると

国保税の納付が困難なときはご相談ください・・・

また、財産の差し押さえをする場合もあります。
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健康だより

子どもの定期予防接種の受け忘れはありませんか？

予防接種に行くときは母子健康手帳と予診票を忘れずに

なら歯と口腔の
健康づくりフェスティバル

申込み方法

申込み先

お問い合わせ　　住民課　保健衛生係　☎0746-６２-０９１１

なお、今年度18歳になるお子さんで日本脳炎の積極的勧奨の差し控えで接種する機会を逃した人は、
20歳の誕生日前日まで接種が可能です。

日本歯科医師会
PRキャラクター
「よ防さん」

10月中旬までに採否のご返答致します。
〒630-8002 奈良市二条町2-9-2 奈良県歯科医師会
なら歯と口腔の健康づくりフェスティバル「フッ化物塗布」係
　　　　　　　　　　　　　  または「おもしろ実験」係 宛

●日本脳炎は、1期は、3歳・4歳の誕生日を迎えたら。

●MR2期は、小学校就学前のお子さんは平成29年3月31日までに。

●2種混合（DT)は、11歳の誕生日を迎えたら。

下記の種類について、今年5月に対象者に個別通知をしています。

1人につき1枚の「往復はがき」で住所・電話番号・お子様の氏名・年
齢をご記入のうえ、お申し込みください。両方申し込む場合は、それ
ぞれ別の往復はがきをご使用下さい。

応募期間：9月8日（木）～9月23日（金）

10月23日（日）
13時～16時

かしはら万葉ホール
★フッ化物塗布（満3歳～12歳児対象 先着200名 13時～15時）
★おもしろ実験（満7歳～12歳児対象 先着  50名 13時～14時30分）

（橿原市小房町11-5）

水道局
●

かしはら
万葉ホール
こども科学館

コンビニ
●

コンビニ●

●スーパー

市町村会館

県立医大
●

畝傍北
小　幼
◎　◎

畝
傍
御
苑
前
駅

　
●

コ
ン
ビ
ニ

公
園

コ
ン
ビ
ニ
●
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十
津
川
村
は
、「
秘
境
」と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
大
消
費
地
で
あ

る
大
阪
市
内
ま
で
は
、車
で
３
時
間

を
要
し
ま
す
。
十
津
川
村
で
生
産

し
た「
も
の
」を
消
費
地
へ
販
売
し

て
い
く
た
め
に
は
、物
流
コ
ス
ト
高

と
な
る
た
め
、他
地
域
と
比
較
し
て

明
ら
か
に
条
件
不
利
地
で
あ
る
こ

と
は
議
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

　

木
材
に
つ
い
て
も
同
様
で
、一
般

的
に
Ａ
材
と
呼
ば
れ
る
住
宅
用
の

柱
な
ど
を
製
材
す
る
村
外
工
場
に

丸
太
を
販
売
す
る
場
合
を
考
え
て

み
ま
す
。
丸
太
を
１
３
，０
０
０

円
／
㎥
で
販
売
で
き
た
と
し
て
、山

か
ら
工
場
ま
で
の
運
賃
が
２
，０
０

０
円
／
㎥
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、

所
有
者
に
残
る
の
は
１
１
，０
０
０

円
／
㎥
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
Ｂ
材
と
呼
ば
れ
る
集
成
材

用
材
や
合
板
用
材
を
製
材
す
る
工

場
に
丸
太
を
販
売
す
る
場
合
を
考

え
て
み
ま
す
。
丸
太
を
１
０
，０
０

０
円
／
㎥
で
販
売
で
き
た
と
し
て
、

山
か
ら
工
場
ま
で
の
運
賃
が
２
，０

０
０
円
／
㎥
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、所
有
者
に
残
る
の
は
８
，０
０

０
円
／
㎥
と
な
り
ま
す
。

こ
の
丸
太
の
物
流
に
当
た
っ
て
は
、

国
道
等
の
道
路
整
備
が
進
み
、ト

レ
ー
ラ
ー
な
ど
の
大
型
の
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
運
送
が
可
能
と
な
れ
ば
、コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
が
可
能
で
す
が
、道
路

整
備
は
簡
単
に
進
む
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

他
方
、村
内
の
製
材
業
者
に
販

売
し
た
場
合
、村
外
へ
販
売
す
る
よ

り
も
運
賃
分
が
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と

な
り
ま
す
の
で
、そ
の
分
を
所
有
者

に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、林
業
の
循

環
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
村

内
に
あ
る
製
材
工
場
の
製
材
量
を

増
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

村
内
か
ら
出
材
さ
れ
る
丸
太
は

２
０
，０
０
０
㎥
の
う
ち
、村
内
で

製
材
さ
れ
る
原
木
は
２
，０
０
０

㎥
程
度
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
２

０
，０
０
０
㎥
全
部
を
村
内
で
製

材
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、そ

の
割
合
を
少
し
で
も
増
や
す
こ
と

が
出
来
た
ら
、所
有
者
へ
還
元
で
き

る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、製
材
品
の
販
売

先
を
確
保
す
る「
出
口
対
策
」を
重

点
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

十
津
川
式
林
業

六
次
産
業
化

発信：林業振興対策室
TEL：0746（62）0005

No.13

「
山
の
価
値
を

　
高
め
る
木
材
産
業
」

　

去
る
８
月
８
日
に
皆
伐
を
行
っ
て

い
た
村
有
林
で
山
火
事
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

火
災
の
原
因
は
消
防
署
等
が
現
在
調
査
中
で
す
が
、

山
火
事
を
防
ぐ
た
め
に
は
、森
林
所
有
者
、林
内
及
び
森

林
周
辺
の
農
地
及
び
作
業
現
場
の
作
業
者
、ハ
イ
カ
ー

等
の
入
山
者
、地
域
住
民
は
次
の
事
項
に
注
意
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・
枯
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、た

き
火
を
し
な
い
こ
と
。

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
、た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ
の

場
を
離
れ
ず
、使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

・
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、た
き
火
、火
入
れ
を
し
な

い
こ
と
。

・
火
入
れ
を
行
う
際
、許
可
及
び
届
け
出
を
す
る
こ
と
。

・
火
気
を
使
用
と
す
る
場
合
は
、周
囲
の
可
燃
物
に
十
分

注
意
し
、消
火
用
の
水
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
消
火
用
具

を
必
ず
用
意
す
る
こ
と
。

・
タ
バ
コ
は
、吸
い
殻
は
必
ず
消
す
と
と
も
に
、投
げ
捨
て

な
い
こ
と
。

・
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
度
森
林
で
火
が
つ
い
て
し
ま
う
と
火
は
な
か
な
か

収
ま
り
ま
せ
ん
。

　
林
野
火
災
防
止
の
た
め
に
、火
気
を
取
り
扱
う
際
は
、

注
意
す
る
よ
う
み
ん
な
で
呼
び
か
け
あ
い
ま
し
ょ
う
。

山
火
事
に
注
意
！
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７
月
26
日
〜
２８
日
に
、新
十

津
川
町
の
児
童
生
徒
・
教
職
員

28
名
が
来
村
さ
れ
ま
し
た
。

　

２７
日
に
、西
川
第
一
小
学
校
の

児
童
が
獅
子
神
楽
を
披
露
し
た

り
、お
互
い
の
学
校
紹
介
や
川

遊
び
、鮎
掴
み
を
し
た
り
、交
流

を
深
め
ま
し
た
。十
津
川
高
等

学
校
で
は
木
工
体
験
を
行
い
、

思
い
思
い
に
小
箱
を
作
成
し
ま

し
た
。ま
た
平
谷
餅
搗
き
踊
り

保
存
会
の
方
々
か
ら
踊
り
の
指

導
を
し
て
い
た
だ
き
、お
返
し
に

新
十
津
川
町
の
児
童
生
徒
が

ソ
ー
ラ
ン
節
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

２８
日
は
玉
置
神
社
を
参
拝

し
、そ
の
後
２１
世
紀
の
森
・
紀
伊

半
島
森
林
植
物
公
園
を
訪
ね

て
、水
害
慰
霊
碑
の
前
で
新
十

津
川
町
の
町
民
憲
章
を
唱
和
、

黙
祷
し
ま
し
た
。

　

研
修
最
終
日
の
２９
日
は
、奈

良
市
内
を
観
光
し
、最
後
ま
で

み
ん
な
元
気
良
く
過
ご
し
ま

し
た
。

　

８
月
１９
日
、十
津
川
第
二
小
学
校

校
舎
等
新
築
工
事
の
上
棟
式
が
各

関
係
者
の
臨
席
の
も
と
行
わ
れ
ま

し
た
。式
典
で
は
更
谷
村
長
の
式
辞

に
続
い
て
、小
西
村
議
会
副
議
長
、

桝
井
教
育
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
お
祝
い
の
御
幣
と

平
谷
小
学
校
・
西
川
第
一
小
学
校
・
西

川
第
二
小
学
校
の
在
校
生
の
名
前

を
記
し
た
名
板
が
棟
に
取
り
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

ひ
き
つ
づ
き
、平
成
２９
年
２
月
末

の
竣
工
を
目
指
し
工
事
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

７
月
３０
日
、住
民
ホ
ー
ル

で
夏
季
文
化
講
座
「
書
道

に
親
し
む
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
書
家
の
三
田
千
岳

さ
ん
を
お
招
き
し
、超
特
大

筆
を
使
っ
た
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
、書
道
教
室
を
行

い
ま
し
た
。

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、

参
加
者
も
大
き
な
紙
に
特

大
筆
で
元
気
よ
く
字
を
書

い
た
り
、書
道
教
室
で
は
筆

遣
い
や
書
風
の
違
い
を
見

な
が
ら
書
く
練
習
を
し
た

り
、書
道
の
楽
し
さ
を
教
わ

り
ま
し
た
。

教育だより
第97号

新十津川町児童生徒教職員　母村訪問研修

十津川村立 十津川第二小学校 上棟式

夏季文化講座
　書道に親しむ
　大筆書きパフォーマンス
　　　　　　　書道教室

 

十津川
大運動会

みんなで参加しよ
う！

【時】 １０月９日（日）
　　　午前８時５０分～
【所】 十津川中学校（小原）



おめでたおめでた

後木　光雅
樫平　秀幸

（那知谷）
（平　谷）

細谷亜津子
中島　沙貴

（小　原）
（葛城市）

ご 結 婚ご 結 婚

中谷　心鞠 　　8月 12日
父：真豪　母：瑞季　（湯之原）

（こまり） 　女

おくやみおくやみ
84
89
91
85

2
11
16
21

歳
歳
歳
歳

8月
8月
8月
8月

日
日
日
日

（重　里）
（折　立）
（小　森）
（湯之原）

十津川高校だより

（敬称略）

人のうごき

村報とつかわ 2016.915

□
学
校
活
動

○
中
学
生
体
験
入
学

　

８
月
19
日
、中
学
生
体
験
入
学
会

を
行
い
ま
し
た
。
約
40
人
の
中
学
生

や
保
護
者
が
参
加
し
、学
校
生
活
を

体
験
し
ま
し
た
。「
体
験
や
見
学
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
て
楽
し
め

た
」と
言
っ
た
声
が
多
く
あ
り
、有
意

義
な
体
験
入
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

○
小
学
生
の
親
子
高
校
体
験

　

８
月
22
日
、村
内
の
小
学
生
を
対

象
に
親
子
高
校
体
験
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
校
ボ
ー
ト
部
員
指
導
で
の

ボ
ー
ト
体
験
や「
寄
せ
木
ア
ク
セ
サ

リ
ー
」の
製
作
な
ど
高
校
な
ら
で
は

の
体
験
や
、理
科
教
師
が
目
の
前
で

行
う
風
船
を
使
っ
た
実
験
な
ど
を
行

い
、参
加
し
た
児
童
は
楽
し
む
と
同

時
に
高
校
の
こ
と
を
知
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

みなさまのご相談をお待ちしています
☎0747(22)8005

毎月第3水曜日に開催!
五條市の北本弁護士による無料法律相談
毎月第３水曜日 14時～16時
役場第１会議室
（場所が変更される場合があります）
※毎月２人まで相談可。（電話予約が必要です）
五條本町法律事務所 北本弁護士まで

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

孫入　蘭ちゃん（玉垣内）
９月１７日生まれ（満２歳）

いっぱい遊んで
元気に育ってね♪

父…陽平　母…ゆい

らん

偶数月（４・６・８・10・12・２月）
の開催になります。

関口　夢乃ちゃん（重里）
９月１2日生まれ（満3歳）
歌や踊りが大好きな夢ちゃん
いつも楽しませてくれて

ありがとう♪
父…達司　母…美沙子

ゆめの

□
部
活
動
報
告

〇
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

７
月
25
日
、せ
ん
な
ん
里
海
公
園

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
競
技
場
で
行
わ
れ
た

第
３
回
近
畿
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ジ
ュ
ニ
ア
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

惜
し
く
も
決
勝
リ
ー
グ
に
は
進
出
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、予
選
リ
ー
グ

で
大
阪
信
愛
女
学
院
高
校
に
１
勝
し

グ
ル
ー
プ
２
位
と
善
戦
し
ま
し
た
。

玉置　友實
岡本　信子
中西　花子
岸尾夫佐子

8月21日　川上村
女子個人の部（小学生高学年）
優勝：乾　さくら
（南十津川剣道クラブ）

第14回 川上村剣道交流大会
（敬称略）

スポーツの結果
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問
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合
わ
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津
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総
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良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
小
原
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2016（
H
28）年

9月
1日・660号

  「
心
身
再
生
の
郷
」 

●世帯数　1,845世帯（-3世帯）

●人　口　3,510人（-4人）

【平成28年9月１日現在  （　）は前月比】

男性  1,745人（－4人）
女性  1,765人（±０人）

十
津
川

十
津
川

　今年度で南部３小学校が閉校に
なります。私の母校も閉校に…「よ
し！何かやりたい！」と友人たちに声
をかけ運動会で「鼓笛隊」復活をＯ
Ｂ・ＯＧでやろう！ということになり
ました。
　久しぶりの楽器に苦戦しつつ、で
も校歌はいつになっても覚えている
ものだと驚いています。さあ、本番ま
で最高のできに仕上げたい！？と
思って個々の練習に全体練習に励
んでいます。年代がバラバラでも校
歌は一緒だからできる「曲」これこ
そが校歌ですね。私の閉校の１つ
思い出が出来そうです。 （Y・C）

（写真：佐古金一さん）

集落の絶景
果無の稲刈り

使い切らない 空にしない 切らさない　１週間分の備蓄を日常に

小原診療所 
☎ 0746（63）0040

土曜診療日受付／ 8:30 ～ 11:15

診療所からお知らせ
受付／小　原  8:30 ～ 11:15
　　　上野地 14:00 ～ 15:15

整形外科診療日

診療時間／神納川･東中14:30 ～ 15:30
　　　　　　　  玉垣内14:00 ～ 15:30

出張診療

小原診療所
9
10
10

月
月
月

日
日
日

（土）
（土）
（土）

24
8
22

第４週
第２週
第４週

月　日 診療所
9
10
10
10

月
月
月
月

日
日
日
日

29
13
13
27

小 原 診 療 所
小 原 診 療 所
上野地診療所
小 原 診 療 所

午前
午前
午後
午前

（木）
（木）
（木）
（木）

場　所 期　日
神納川地区
生活改善センター
東中公民館
玉垣内集会所

（木）112/（木）610/

（火）2510/（火）1110/（火）279/

（火）1810/（火）410/（木）159/
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